
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ご入園、ご進級おめでとうございます。 

新しいクラス、新しい先生、新入生の入園。これからどんな１年になるかワクワクがいっ

ぱいですね。笑顔で「おはよう」とあいさつをして、気持ちのよい１年をスタートさせましょう。

今年度も「安心・安全」な給食をお届けします。調理員、配送員、栄養士、力を合わせてが

んばります！どうぞよろしくお願いします。 

生涯にわたって健康で質の高い生活を送る基本としての食を営む力を育む、食を通じた

子どもの健全育成の目標として、５つの姿が掲げられています。 

(毎月 19 日は食育の日) 

 幼稚園での給食時間

は、ある程度のゆとりを

設けています。それで

も、準備、配膳、喫食、

後片付けを決められた

時間内に行うのです。集

中して喫食できるよう

食事のとり方を意識し、

練習してみましょう。 

毎月、おたよりと献立表

を発行します。食育の観点

から、さまざまな行事食や

旬の食材を取り入れた献立

を提供していきます。献立

表はお子さんと一緒に確認

してください。また、給食

の様子を聞くなど、ご家庭

でもぜひ給食を話題にしま

しょう。 

喫食態度 予定献立表の活用 

食具の管理 

スプーン、はしなどの食具

は毎日清潔なものを準備して

ください。 

お手伝い活動 

 食事の準備や後片付けなど、お手

伝いに関わるよう機会を設けてく

ださい。食事の前後にテーブルを

拭くなど、役割を決めるとよいで

しょう。 

その他 
 食事に関するご相談などにつきましては、幼稚園を通して給食センター栄養士

が対応させていただきます。何かございましたらお気軽にお問合せください。 

給食センターでは、園児の喫食状況を把握する一環として、栄養士が定期的に各

幼稚園を巡回訪問しています。給食時間には、給食の内容・献立のねらい・地場産物

などを紹介する放送原稿を毎日の放送で活用していただいています。また、各園から

の依頼を受け、健康教育を実施するなど食に関する指導の充実を図るとともに食育の

推進を図っています。「いただきます！」の笑顔のために、をスローガンに掲げ、健康

で心豊かな食生活の実践に寄与できるよう努めてまいります。 

✿給食センターより✿ 

楽しく食べる子どもに 

食生活や健

康に主体的

に関わる

食事づくり

や準備に関

わる

一緒に食べ

たい人がい

る

食事を味わ

って食べる

食事のリズ

ムがもてる 幼児期 
―食べる意欲を
大切に、食の体験
を広げようー 

おなかがすく 

リズムがもてる 

「おなかがすいた」感覚

をもつには、十分に遊び

食事を規則的にとること

のできる生活環境が必要

です。 

家族や仲間と一緒に 

食べる楽しさを味わう 

身近な人との基本的信頼感を

確認していくことになります。

安心感や信頼感は子どもが体

験を広げていく基盤になるも

のです。 

 

栽培、収穫、調理を通し

て、食べ物に触れ始める 

身近な食材に触れること

は、食べ物が自然の恵み

からできた生物であるこ

とを実感することになり

ます。 
食べたいもの、 

好きなものが増える 

食べ慣れないものや嫌

いなものも出てきま

す。さまざまな食べ物

に子ども自身が意欲的

に関わる体験を通し

て、子どもの食べたい

もの、好きなものは増

えていきます。 

食べ物や体のことを 

話題にする 

買い物や食事、本を見たりする

場面でも、食べ物や体のことを

話題にする体験を通して、子ど

も自身が情報の発信者になるこ

ともでき、食べ物への関心は深

まっていきます。 

 

 
参考：厚生労働省 楽しく食べる子どもに～食からはじまる健やかガイド～ 

給 セ 第 ２ － １ 号 
令 和 ６ 年 ４ 月 ３ 日 
習志野市学校給食センター 
令和６年４月号 幼稚園保護者用 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 基準値 幼児 

エネルギー 身体活動レベルⅡ(ふつう) 

必要量の 1/3 
490kcal 

たんぱく質 摂取エネルギー全体の 

13%～20% 

摂取エネルギー全体の 

13%～20% 

脂質 摂取エネルギー全体の 

20%～30% 

摂取エネルギー全体の 

20%～30% 

食塩相当量（ナトリウム） 目標量の 1/3未満 1.5g未満 

カルシウム 推奨量の 50%程度 290mg 

鉄 推奨量の 40%程度 2mg 

ビタミンＡ 推奨量の 40% 190㎍ RAE 

ビタミンＢ１ 推奨量の 40% 0.3mg 

ビタミンＢ２ 推奨量の 40% 0.3mg 

ビタミンＣ 推奨量の 1/3 15mg 

食物繊維 目標量の 40%以上 3以上 

学校給食基準は「昼食必要摂取量」という考えで決められています。具体的には、1日

に必要な栄養摂取量から、食事調査により算出した、家庭の朝食・夕食で摂取している

栄養摂取量を差し引いた値を参考にして決められています。そのため、家庭での食事

で足りない栄養素は給食で補えるようになっています。 

尚、食塩については家庭で摂りすぎている傾向があります。生活習慣病の発症予防

のために目標とすべき量（＝目標量）の 1/3未満を基準値としています。減塩は家庭や

社会全体で取り組むべき課題です。 

給食の内容 

 ごはん・・・千葉県産「ふさこがね」を使用しています。麦ごはんや、わかめごはん

などの混ぜごはんの日もあります。 

 パン・・・無漂白の学校給食用小麦（千葉県産 25％を含む）で作られています。 

 牛乳・・・主に千葉県産の牛乳が毎日 200ml出ます。成長期に必要なたんぱく

質、カルシウムなどの栄養素が豊富に含まれています。 

 おかず・・・揚げ物や焼き物、煮物、汁物、和え物、サラダなどを組み合わせて、

３～４品のおかずが出ます。不足しがちな、いも・豆類・藻類・ 

魚類などを積極的に使っています。 

 給食については、厚生労働省の「日本人の食事摂取基準」を参照して、文部科学省か

ら「学校給食摂取基準」が示されています。１食あたりのエネルギー量や栄養素の基準

が定められています。値は定期的に見直されており、最新のものは、厚生労働省の『日

本人の食事摂取基準（2020年版）』をふまえ、2021年に出されました。この基準に基づ

き、献立作成を行っています。 

幼稚園においては、「幼稚園における給食の適切な実施について（通知）」により、「特

別支援学校の幼稚部及び高等部における学校給食実施基準」に準じ給食を実施してい

ます。 

きちんと主菜と副菜を食べたうえで、主食（ご飯・パン・めん）の量で摂取エネルギーを調

整するのがよいでしょう。体の中でエネルギーになる栄養素には、「炭水化物（糖質）：

Carbohydrate」「たんぱく質：Protein」「脂質：Fat」の３つがあり、総エネルギー量に対して

のこれらの栄養素が占める割合を「PFCバランス」と呼んでいます。 

120～140g 

 
参考：文部科学省 学校給食実施基準 https://www.mext.go.jp/a_menu/sports/syokuiku/1407704.htm 

厚生労働省の「日本人の食事摂取基準（2020年版）」

では、幼児期・学童期（３～５歳・６～７歳）で、たんぱく

質（P）から 13～20%、脂質（F）から 20～30%（飽和脂肪

酸 10%以下）、炭水化物（C）から 50～65%が目安で、給

食でも 50～70%を炭水化物からエネルギーを補給して

います。 

 主食をしっかり食べることの大切さも学校給食を通し

て子どもたちに伝えたいことの１つです。 

保護者の生活習慣は、子どもに大きな影響を与えます。

朝食をスキップしたり、就寝時間が遅くなったりしていませ

んか？家族で元気に過ごすために「早寝・早起き・朝ごは

ん」を実践しましょう。 

 


